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 要  旨 
脳波には繰り返し刺激を与えられた場合に定常性を持つ誘発脳波が発生するこ
とが知られており、我々はこの現象を利用したインタフェースの応用を考え、CRT
を用いた光刺激の呈示によるコンピュータインタフェースへの応用を考えてき
た。 
先行研究において、誘発脳波だけを抽出する「AR差分同期加算法」が提案され
応用への可能性は多いに膨らんだ。そして、この手法を基にさらなる結果向上を
目指して、解析の最適条件や背景脳波成分を除去することを目的とした手法など
が検討・提案された。また、前述の方法で特徴が抽出しにくい被験者に対応する
べくARモデルによるスペクトル積分値を利用した解析手法が提案された。 
その結果、測定された脳波が、個人差・電極の貼付位置・実験室の環境などの
影響で多種多様であるため、一つの手法に固定した場合特徴試行割合が高くない
被験者でも、別の手法を用いることで特徴試行割合を高くすることが出来ること
が示された。  
そこで、個々の被験者にどの解析手法が最も適合するかを判断する方法の検討
を行った。これは、従来のように個人差を解消するような一つの手法を導き出す
のではなく、複数の解析手法を組み合わせることにより、個人差を解消するとい
う全く新しい試みである。具体的には、8Hz点滅刺激においてそれぞれの解析手
法での被験者ごとの平均パワー値とその分散から求められる指標を用いて、最適
解析手法を選択するという事を行った。その結果、選択に使用するデータ採用基
準やデータ数を検討することにより、被験者全体での特徴試行率を高めることが
でき、複数の解析手法を組み合わせることによって特徴試行割合を高める手法の
有効性を確かめることができた。しかしながら、選択に使用するデータ数によっ
ては、最適解析手法の選択に失敗してしまう被験者も見られたため、今後に課題
が残る結果でもある。 
また、20Hz点滅刺激においては、全被験者でスペクトル積分値を利用した解析
手法が最も高い特徴試行率を示していたため、これまで確かめられてこなかった
この手法の評価対象範囲を検証した。その結果、最適な評価対象ではより高い特
徴試行率を導き出すことができ、なおかつ時間幅を短くしても概ね変わらない結
果を得られることがわかった。 
なお、本研究では先行研究で統一されていなかった試行間の点滅刺激呈示の間
隔を、本研究では実際のインタフェースに用いる場合を考え、実験の試行間の休
憩時間が誘発脳波にどのような影響を与えるかを検討したが、休憩時間が誘発波
に影響を及ぼしていることを示す結果は得られなかった。 
 
 
